





























領特別活動編 2008；小学校学習指導要領解説 特別活動編 2008）。これまでいくつかの調査によっ
て，異年齢集団による交流による児童個人内の変化や，異年齢集団による交流が楽しいかなど児童
の評価について報告されてきた（金谷2013；金子 1997）。例えば，金谷らは質問紙および行動観察
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３.自由遊びグループの異学年の親密度の回答数
有意な親密度の増加が認められた自由遊びグループの
異学年について，具体的にどのような変化があったのか
検討するため，自由遊びグループの異学年の親密度につ
いて５月と10月の親密度の各段階について回答数を検討
した。５月と10月の回答数は，項目１（例：顔と名前も一
致しない）では22から3に減少し，項目３（例：顔と名前を
知っていて，あいさつ程度は交わす）では９から22に，項
目４（例：顔と名前が一致して，あいさつを交わしたり，
一緒に活動したりする）では９から18に増加した（表１）。
Ⅴ.考察
本研究では，自由遊びグループの異学年でのみ児童間の親密度が有意に増加した。さらに，自由
遊びグループの異学年間の親密度の増加の背景として，あいさつをしたり，一緒に活動したりする
などコミュニケーションの機会の増大が大きいと考えられた。この結果は，異年齢集団での自由遊
びを通した活動が，交流以外の日常生活において異学年の児童間の実際のコミュニケーションを増
大させるきっかけとなる可能性を示唆している。
１.自由遊びグループの親密度増加の要因
国立教育政策研究所生徒指導研究センターから提示された，『子どもの社会性が育つ「異年齢の交
流活動」―活動実施の考え方から教師用活動案まで―』では，異年齢の交流活動のポイントを，①
関わる喜びが獲得できる活動であること，②年長者が主体的に取り組むこと，③全職員が目的・子
どもが育つメカニズムを理解し適切に対応することとしている（国立教育政策研究所生徒指導研究
センター2011）。鳥取大学附属小学校における自由遊びグループでは，遊びという活動自体に児童
同士の関わりがあるだけでなく，６年生が遊びの計画を立て，主体的に活動を行っている。さらに，
職員もできるだけ児童主体で活動が行えるよう，支援を行っている。こうした工夫が異学年の児童
間の親密度の向上につながったと考えられる。
２.今後の課題
笠井ら（2007）は，スポーツ少年団の経験がある中学生は，社会的スキルが高いことを示したが，
スポーツ少年団では最年少者，最年長者の入れ替わりがあるものの，１年ごとに集団が変わるので
はなく，他学年の集団は比較的維持される。一方，鳥取大学附属小学校で行われている異年齢集団
での自由遊びでは，１年ごとに全く異なる集団を設定して活動を行っている。本研究では活動を
行っている約５か月間の親密度の変化を検討したため，全学年での自由遊びによって築かれた異学
年の児童間の親密度やコミュニケーションが，１年間の活動が終わっても持続するかは不明である。
今後，より長期間の調査を行うことで，全学年での自由遊びによって築かれた異学年の児童間の親
密度やコミュニケーションがどのように保たれるのか，発展するか追跡調査を行う必要がある。さ
らに，異年齢集団の交流を通して築かれた異学年の児童間の関係性が，その後の児童の社会性の発
達にどのように影響を与えるのか検討する必要がある。
10月5月
3221全く親しくない
51542あまり親しくない
2293どちらともいえない
1894やや親しい
225とても親しい
表１ 自由遊びグループの異学年の親密度
の回答数
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